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幼若白鼠に対するLysine添加飼育実験
基礎代謝 tとつ ν、て
山本勝朗 ・大塚久美子 ・入江友子
ON SUPPLEMENTAL EFFECTS OF 
L-LYSINE ON YOUNG RAT FEEDING 
ON BASAL MET ABOLISM 
BY KATSURO YAMAMOTO， KUMIKO OTSUKA AND TOMOKO IRIE 
緒言
生体を用いて種kの栄養学的実験を行う際， 血液や尿，果を通じての物質代謝の研採は底んに行
事れてきたが， とれと密接君主関係にあるエネルギ 代ー謝についてはあまりかえりみられゑかった。
・栄養状態が低下すると，例えば飢餓状態とか， シモYズ氏病とかの状韻にたると，基礎代謝が低下
するとと除よ〈知られている。高比良りの仏と断食に関する研究によれば，断食前は38.3Cal/cm'で
あゥた基礎代謝比ロ~16 日の断食で 3OCal/cm'， 17~26 日では 28Cal/cm'， 30自の断食では26
(;al/cm'tc迄減少するととを示している。逆に蛋白摂取量が多いとか，甲状腺機能充進のある場合
政基礎代謝の培高"が認められている。
我k 比近年各方面に於てとりあげられ，研究されているアミノ酸添加の問題に関連して，成長
κ際しその重要たととが既に明らかでるる L-Lysineを幼若白鼠に与え，その基礎代謝量に如何君主
る変化，影響を与えるかを検討した。即ち蛋白質含量約10%の Rosenbergand Rohdenburg')の
乾燥パンを基礎とする飼料を基本飼料として，とれにL-Lysineを0.1%.0.4%， 1.6%の割に添加
して飼育，その添加効果を， 白鼠の発育状態について検討すると同時に， エネルギー代謝即ち基礎
代謝時の0，消費量.CO，産生量，R・Q値，産生熱量等の面から追求した。
群|銅線の種類
A 基本錫草寺
B 基本飯事ヰ-+0.1%L-LYI. 
C 基本絹斜+0.4%L-LY8. 
D 基本銀斜+1.6% L-Lys. 
M 完全銅孝ヰ (M.F)
実酸方法
|弘の調融合量IL/T 
407.7 10.98 2.6 
407.7 10.98 3.3 
407.7 10.98 5.4 
407.7 10.98 14.0 
355.6 25.0 5.9 
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実厳動物 :生後3週離乳直後の休重
28~33g の Wister 系白鼠を用い，
5匹以上を一群と し， 基本飼料への
Lysine (以下Lys.と略)添加量によ
り左表の如く 5群に分けた。
飼育方法 :一群を一つの金網絡に入
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れ， 環境的激変を避けるため，我kの笑君主室内で飼育し， 室温は 25~300 C. 比湿 60%内外に保つ
ように努めた。
飼育期間:同一実験を2固に亙って行ったが，そとの第1回笑験期は昭和泊年5月13日より 6月16
臼迄及び8月10日より 9月四日迄で梅雨の候を避けた。第2回笑験は10月21日より11月24日迄及び
11月24日より12月298迄で，各回5週間飼育観察し?と。
飼料 本実験の基本飼料とした Rosenbergand Rohdenburgの飼料組成は第1表の如くで低
第1表 Rosenbergの基本食飼籾組成 (ほ)g)
成 分 | 量 |蛋由貿 |脂質 |制働
乾 燥バン 87.0 9.94 2.13 73.27 
脱脂粉手L 3.0 1.04 0.03 1.57 
大 豆一 泊 4.5 4.日
野 泊 0.5 0.50 
混合筆怒り 3.5 
複合ビタミン町 1.0 
ピオチン町 1.0 
会 量 | 肌~1~.98 7.16 
1∞g・-407.7Cal
駐:1) 混合纏顎 葉 酸 0.15mg 
食壕 17.3g Vitamin B" 1.0)-
酸性燐酸ナト リウム 34.7グ Vitamin E 1.0 mg 
第二燐酸カリ 95.4// Vitamin D， 250r.U. 
第二燐酸カルシウム 54.0// Vitamin B， 1.5 mg 
手し磁カJレシウム 139.0// Vitamin B. 1.5 mg 
硫酸7グネシウム 26.611 バントテン酸 2.5 mg 
ヨー ドカリ 1.0/ カJレシウム
2) 複合ビタミン (lg中) Vitamin C 37.5 mg 
Vitamin A 2.5∞I.U. Vitamin K 0.1 mg 
Vitamin B， 1.0mg 3) ピオチン
ニコチン酸アミド 10.Omg 澱粉 Ig申 15μg含有
第 2裳 M.F周型錫斜成分 (%) 
蛋白飼料である。叉対照飼料とし
て用いた完全飼料除，オりエンタ
ノレ酵母株式会社製M ・F国型飼
料で，その組成政第2衰の如<"
で，経験的に白鼠飼育の理想食餌
とされているものである。
体重測定 :一週間に3回一定時
刻IJI'C測定しその平均値でその週の
体重とした。
基礎代謝測定 :中川・ 苫米地5，1)
による小動物用エネノレギ 代ー謝測
定装置を用いて採無し，労研式ガ
ス分析器により分析し?と円。
たお測定は1週2回， 空腹時
( 3~5時間絶食後〉に行い， その
平均でその週の代謝量とした。
実験結果
l 体重増加の状態
実験 I. Dにおける各群の休重繍加の状態依第3.4表に示す如く， 筒笑験はほぼ一致した結果
を示し.L-Lys.添加群は何れも無添加群に比し優れるととが観濃された。しかし，源加0.1%群と
1.6%群との聞に段差がたしとのこ群に比し0.4%添加群が費分優れていたが，完全飼料のM.F
群にはおよば足並かった。とれを笑験開始時の休重を1としてその培加率を見ると第1.2図の如く
で，との関係が一層明らかとたる。
2. 基礎代謝
実験 I. Iにおける各群の安務，空腹時の0，消費量，CO，産生量.R・Q値，産生熱量，体重g当
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第3表実験l 体積増加状態(g)ならびに率
;でおきI3 -1 4 I 5卜I7 I 8 
32.6 |33.836.81k47l .2 52.4 58.9 
A (落本銀斜〉 (1.∞')I( 1.(4)1( 1・13)1(1.45)(1.61) (1.81 
B(基+0本.I~飼6L町ys 33.9 34.2 55.7 64.6 75.1 (1.∞) (1.01) .19) (1.64) (1.91) (2.21 
c(基+0本.4%飼L籾;1)31.2 34.2 39.8 54.6 ド7・0(1.∞) (1.10) (1.28) (1.75) .03) (2.58 
D(基+ 1本.6%飼L斜~) 33.2 34.3 38.7 51.9 56.1 73.3 (1.∞〕(1.03) (1.17) (1.56) (1.69) (2.21 
M (完全飼糾) 133.5 37.5 51.8 64.7 82.1 96.3 
(1_.∞〉Q・12)Q・55)(1.93) Q・45)
( )内は体重増加率を示す。
2匝4褒 実験『 体lt繕加状態 (g)ならびに率
~I 3 '-4ト -16171-;
A 
29.0 31.8 34.5 43.0 49.8 57.9 
(1.∞) (1.10) (1.19) (1.48) (1.72) (2. 
B 29.8 33.9 
36.9 43.7 55.6 71.2 
(1.∞〉 (1.14) (1.24) (1.46) (1.86) (2. 39) 
C 
2司.2 33.7 63.6 75.7 
(1.∞) (1・19) (2.25) (2. ，) 
D 28.3 32.2 37.8 43.0 「〈?ω〉172.5 (1.∞) く1・14) (1.33) (1・52) (2. 
M 28.8 34 .1 39.2 54.9 172.4 92.4 Q..;∞〉 Q・18) Q ・~ (1.91)1 (2.51) 〕
( )内ば体質婚期1主幹を示す。
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り産主主熱量等を求めた結果は， それぞれ第5.6表に示す通りでるる。叉第 3.4図~各群平均の
基礎代謝量の君主化を笑験開始時の値を1として示した。左手量産生熱量の算出に際い R.Q1i直が0.7
以下の結果を得た場合は.Luskの表を用いるとξが出来たいので0.7以下はすべて0.7として計算
し?と。従って計算による誤差が3%内外認められるが，基礎代謝量においては10%内外の誤差ぽ生
理的範囲内にある叫とされているので， ととでの3%の誤差除問題とし君主かった。
基礎代謝量においても， 体重構加の状態と問機完全飼料の M.F鮮が，終始最もE追い値を示し
た。しかし Lys.添加群では，笑験前期ではその添加効果は金〈認められず，むしろ無添加群より
も低い値を示した。 Lys.深加の三震学問について見ると，笑験初期では0.1%添加群が0.4%探知群
よりもすぐれ.1.6%添加群は他群より著し〈低い値を示し，体重増加の状態とぽ精々趣を異にし
ている。笑験3週頃からは添加効果が認められるようにたり.0.4%添加詳では笑験8週に於て笑署員
[ . a :を通じて完全飼料群の{直に迄増加している。 0.1%添加群も無添加群に比しかたりの精力日を
示したが. 1.6%添加鮮のみは，体重増加においては0.1%添加群と同様効果を示したのに，きま礎代
謝量においては常に最も低い値を示 し，無添加群よりも低いイ直を示した。
R.Q値は笑験lでは各群とも成熟するにつれて減少する傾向を示した。叉各群の笑験期間中心
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第5表実験l基樹党総量の変化
親善;卜Q 2産4C時al生間 E体り量〈費2生C4時agIC〉当間al (Cal) 
3 0.54 0.43 0.817 3.672 0.127 
5 0.91 0.76 0.836 6.376 0.189 
A 6 1. (刃 0.78 0.711 7.356 0.182 
7 1.29 0.98 0.875 9.108 0.185 
8 1.41 0.95 0.669 9.512 0.168 
3 0.51 0.43 0.817 3.672 0.127 
5 0.91 0.68 0.747 6.12ヲ 0.174 
B 6 1.43 1.04 0.727 9.774 0.195 
7 1.63 1.07 0.692 10.866 0.205 
8 1.96 1.45 0.749 13.452 0.184 
3 0.54 Q.43 0.817 3.672 0.127 
5 0.78 0.61 0.776 5.382 0.124 
C 6 1.22 0.94 0.773 8.369 0.150 
7 1.51 1.07 0.705 10.190 0.157 
8 2.13 1.31 0.613 14.256 0.175 
3 0.54 0.43 0.817 3.672 0.127 
5 0.54 0.49 0.857 3.720 0.094 
D 6 0.89 0.80 0.897 6.376 0.142 
7 1.38 J .01 0.754 9.484 0.169 
B 1.40 1.07 0.764 9.566 0.132 
3 0.54 0.43 0.817 3.672 0.127 
5 1.21 0.80 0.662 8.160 0.199 
M 6 1.71 1.37 0.797 11.880 0.205 
7 1.77 1.19 0.674 11，958 0.165 
8 2.08 1.17 0.586 13.848 0.142 
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平均を求めると，完全飼料群のそれが最も低<0.7ffl，次いで0.4%添加群の0.737，以下0.1%添
加群の0.746，1.6%添加群の0.818，で無添加群は0.782を示し休重増加のよ くたいものほど， 高い
R・Q値を示し?と。しかし笑験Eでは，R.Q値は0.99から 0.57の間を動揺し一定の傾向を示さた
体重 g当りの産生熱量は第5，6図にも示し?と如く， 1.6%添加群が笑験2週迄士倍加したかった
以外は，各群とも大体同横の変化を示し，成 ・-_.0M 
J(-ー ぜー A 
←一.0 B .-.-.ι 。
かった。
熟につれて纏加し，生後6週頃に最高に達し
ている。叉笑験期間中の値を平均したものに .， 
ついても， 1.6%添加群が他群に比しやや少
たかづた以外比各群聞に著しい封認めら | 
れゑかった。 ωえ
考按
以上二固にわたり，幼若白鼠を用い蛋白含
量約109杉の Rosenbergand Rohdenburg 
の飼料を基本飼料として， とれにL-Lys.0.1
%， 0.4%， 1.6%尉UIして飼育実験を行い，
体重増加の状態並びに基礎代謝量の変化につ
いて各週毎観察したのでるるが，体重場加に
おいては Lys.添加群は各群とも無添加群に
比し倭り，特に 0.4%添加群では著しい路加
効果を認めるととが出来た。
基礎代甜量について見ると，実験前期にお
いては Lys.添加群段無添加群よりも低<， 
添加各群について見ても，体重治加の場合と
は異たり， 0.4%深加群よりも0.1%添加群の
方が僅か乍らより高い値を示した。1.6%添
加群は箸しく4出直を示し，休重増加と一致し
君主い?とめ，休重g当り産生熱量除他群に比し 0.1 
著明君主低値とた守ている。君主主註対照とした完
金飼料群では常に最も高い値を示していた。
しかし乍ら実験3週後即ち生後6週頃に汝る
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とLys.添加各群の基礎代謝量は無添加群よりも高値とたり，たかでも 0.4%添加群は最も高いイ宜
を示し，対照完全飼料群に近づいて来る。 1.6%添加群ではそれ程の向上は認められたかヲた。
以上の如き変化は，同時に吉田町が行った血清蛋白の態度即ち血清総蛋白量は完全餌料群が常に
( 17 ) 
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最高値を示したが，笑験前期では無添加群.0.1%添加群がよく，後期に到って0.4%群が優位とた
づて居札無添加群は著しく低位Eた守ている。叉 Albumineについて見ると実験後期における
:添加効果の著しいととを示している。 ζのよう殺事実と考え合せる時， 実験初期のたお幼若君主白鼠
に対しては， L-Lys.添加量は僅少でよく.0.4%でも，1.6%ではたおのとと過剰投与としての逆
動呆を思わせる結果を示している。 実験後期について見ると 0.4%添加群が休重構加の状態と共に
基礎代謝最も増加し， 0.1%添加群に比し著明党主添加効果を示しているととは既述の通りである。
l 
.6%添加では無添加群より体重増加が著しいにかかわらず基礎代謝量は逆にイ尽く， 吉田によれば
尿中排池N量が多く Hb量，血清r-Globulin量も低い"のは， との体重増加が正常た細胞増殖以外
の要素をも含んでいることを示唆し，第1:実験における R・Q値が最高を示したととよりして，無
添加群よりも不健康た生理状態にあるものと見るととが出来る。
各飼料の単位重量中の Cal.について見ると， 完全飼料が最も低いが蛋白含量は最も多<.LjT 
てLysine: Tryptophan)比について見ると，基本飼料では2.6.L-Lys. 0.1%添加で3.3.0.4% 
添加で5.4.1.6%添加で14.0と君主り，完全飼料のそれは5.9である。 LjT比が5.4の0.4%添加群
が，休重増加並びに基礎代謝の何れにおいても. 0.1%添加群や1.6%添加群よりも優れた事笑は
13ruckerlO)らの報告で述べているように，食餌構成アミノ酸PatternのL/T比が生体内のそれと
等しい5.0-6.0である時，最も効率のよい蛋白合成がおと伝われるというととを裏付けするものの
ようである。平井町らも低蛋白飼料への Lys.添加飼育実験を行い，体重増加については本実験と
!同じ結果を得ている。
L/T比が14.0となる1.6%添加のよう訟過剰添加では竹下日】も発育抑制並びに各種臓器の変化を
来?とすと述べているが，基礎代謝の商からも立証される結果を示し.L-Lys.補強量が適正でたく，
食餌構成アミノ酸Patternに1mbalanceを生ずる時比あらゆる菌で逆効巣を示すととを知り得
た。
要 約
生後3週離乳直後の Wister系幼若白鼠を用い.Rosenberg and Rohdenburgの乾燥パンを
主とした低蛋白，低Lys.飼料を基本飼料とし，とれに L-Lys.0.1%. 0.4%. 1.6%添加して，
その添加効果を休重増加の状態並びに基礎代謝について観察し?と。
体重増加の状態は L-Lys.添加群は各群共無添加群に比しすぐれ，中でも 0.4%添加群は最もよ
い結果を示し?と。しかし完全飼料を与えた対照群の発育には及ばたかった。
基礎代謝量においては.L-Lys.添加効果のみられるのは実験3週以後で，実験前期!にあっては
却ち極めて幼若た白鼠では0.1%添加で僅かに無添加群を上廻るが0.4%並びに1.6%添加群でばか
えって低く，特に1.6%添加群では著し〈低値を示し?と。併し生後6週以後の白鼠に対しては0.4%
探加群が体重治加の状態と共に最もよい変動を示したが， 1.6%添加群では体重婚加にかかわらず
基礎代謝量の場加はそれに伴わず，食餌中アミノ酸 Patternの 1mbalanceの悪影響は，休重増
( 18 ) 
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10の面のみたらず基礎代謝の面に3きいても顕現されるととを知り得?と。
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Summary 
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The effects of dietary supplement of L-Lysine on the weight gain and the 
increase of basal metabolic rate were investigated in the young rats. 3 weeks 
old Wister strain. They， fed by poor diet (10% protein)， were divided into 4 
groups according to the amount of L-Lysine; group A (none)， B (0.1%)， C (0.4 
%)， and D (1.6%). The results after 5 weeks observation are as follows; 
1・L-Lysinesupplement accelerates the weight gain in all groups， especially 
in group C， though no one group could not reach to the level of that of rich 
diet group (25% protein). 
2. The increase of basal metabolic rate was observed at first in groups A 
and B. however after 3 weeks group C showed the most remarkable increase. 
Group D showed no noticeable increase， though the weight gain was more than 
that of group A. This fact suggests the weight gain by the diet over-suppleme-
nted of L-Lysine to be unnatural to the rats. 
It is concluded that the undesirable influence of imbalanced amino acid 
pattern in diet is manifested in such a discrepancy between increases of weight 
and basal metabolic rate. 
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